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米軍経ヶ岬レーダー基地における新型コロナ感染者発生に関する緊急申し入れ  

 

7 月 27 日、京都府は米軍経ヶ岬レーダー基地の 30 代の男性兵士 1 名が、新型コロナウ

イルスに感染したと発表を行った。感染経路は不明である。発熱や味覚異常があり、26 日

に帰国者・接触者外来を受診して感染が判明している。 

防衛省の説明では、現在、米軍経ヶ岬レーダー基地には 160 名もの米陸軍兵士や米軍が

委託する米民間警備員、技術者らが勤務しているとのことであり、クラスター発生の可能性

も危惧されている。沖縄基地でのコロナの感染拡大が進むもとで、米軍経ヶ岬レーダー基地

でのコロナ感染は極めて重大な問題である。 

日本共産党府会議員団は、7 月 13 日に京都府に対し、米軍が地位協定により検疫状況や

感染対策などを明らかにしない中、米軍レーダー基地における感染の危険性を指摘し、厳し

い対応を求めた。しかしながらコロナ感染患者が米軍基地内で発生したことには大きな憤

りを感じる。京都府が住民の命を守るために感染経路などの情報開示をはじめ全力で感染

拡大防止に取り組むことが必要である。 

よって以下の点を京都府に強く求めるものである。 

 

１ 米軍経ヶ岬レーダー基地にかかわる軍人・軍属とその家族、労働者、工事関係者などに

おける、検疫や感染者の有無、感染経路、行動履歴、濃厚接触者などの情報を開示するよ

う米軍、防衛省、関係機関に求めること。また府民に公開すること。 

 

２ 新型コロナ感染防止のため、基地関係者がマスク着用など感染予防の徹底と移動の制限、

対外活動の自粛などを厳守するよう強く求めること。 

 

３ 入国に際し、ＰＣＲ検査の実施や、一定期間の隔離など、国内法に基づく検疫を実施す

るよう国内法を適用させること。日米地位協定の抜本改定を国に緊急に求めること。 

 

４  基地撤去の態度表明を含む厳しい態度で臨むこと 

                                      以上 


